
青森市地域安全克雪方針の策定

青森県青森市

令和5年2月28日
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・青森市は、人口30万人規模の都市としては、国内はもとより世界でも有数の
多雪都市であり、市全域が特別豪雪地帯に指定。
・令和5年度の克雪方針策定を目指し、今年度は現状把握、課題抽出を実施。

令和２年度の被害者数は55人、令和3年度は65人。
このうち、半数以上は屋根・はしご等からの転落事故。

青森市の状況

除排雪作業に関する死傷者数
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死者 重傷者 軽傷者 合計

令和2年 5 14 36 55

令和3年 2 17 46 65



平成22年
189,931人

令和2年
150,122人

青森市の状況

15-64歳の人口推移

高齢者の人口推移（65歳以上）

令和12年
126,804人

平成22年
70,690人

令和2年
84,787人

令和12年
91,113人

生産年齢の減少、
高齢者の増加による、自
宅の除雪の担い手不足
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【資料】
令和2年以前：国勢調査
推計値：国立社会保障・人口問題研究所



共助組織の体制

冬期歩行者空間確保除雪機貸与事業の利用

令和2年

45団体

町会：35団体
自治組織：10団体

令和3年

48団体

町会：38団体
自治組織：10団体

令和4年

50団体

町会：40団体
自治組織：10団体

44団体
継続

新規参加団体が少ない
共助組織の停滞
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令和1年

49団体

町会：39団体
自治組織：10団体

43団体
継続

43団体
継続

※小型除雪機は52台保有して
おり、残りは故障時等の予
備機として使用している



青森市における屋根の雪下ろし、敷地内の除排雪等の状況を把握するため全市を対象に
アンケート調査を行いました。

配布数：522／回収数：346／回収率：66.3％／調査期間：2022.10/7～11/4

※配布は各町会長を通じて行い、回収は調査機関に直接郵送とした

アンケート調査

雪下ろしをしている方の年齢層は65歳以上が７割、
75歳以上が３割となっている

【年齢】

5アンケート調査票
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＜予定＞
母集団：74,710戸
許容誤差5％
信頼水準95％
回答比率50％
→サンプルサイズ383≒400

＜結果＞
回収率66.3％
許容誤差5％
信頼水準95％
→予定通りの信頼性



設備・装備など

克雪住宅率（アンケートより）
【耐雪式】
196戸
56.6%

【融雪式】
11戸
3.2%
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アンケート結果
戸数の推計値

世帯数（≒戸数） 割合

克雪住宅 199世帯（戸） 57.5％ 42,901戸

非克雪住宅 147世帯（戸） 42.5％ 31,709戸

※耐雪式で融雪を導入している住宅は8戸
重複した住宅は耐雪式に含む

克雪住宅…計199戸

196戸（耐雪式）＋11戸（融雪式）－8戸（重複分）
＝199戸

克雪住宅

57.5％

非克雪住宅

42.5％

（n=346）



設備・装備など

アンカーの設置（アンケートより）

【アンカーを知っているか】

アンカーを知らない…6割
アンカーを知っている…4割

【屋根にアンカーを設置しているか】

設置している…1割以下
設置されていない…9割
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2.0% 0.0%

90.5%

7.5%

設置されている

設置する予定がある

設置されていない

無回答・無効回答

（n=346）

37.6%

57.2%

5.2%

はい

いいえ

無回答・無効回答

（n=346）



設備・装備など

アンカーの設置（アンケートより）
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【ヘルメットや命綱、安全帯を装着しなかった理由】

ヘルメットや命綱の
装着は1割程度

慣れている…4割
アンカーがない…3割
作業の邪魔…１割

27.4%

41.8%

11.1%

6.3%

29.3%

16.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

アンカーがないから

毎年作業しており、慣れているから

作業の邪魔になるから

命綱の装着方法が分からないから

その他

無回答

（n=208）



19.0%

8.7%

2.4%

32.5%

4.4%

6.3%

40.9%

10.7%

0% 20% 40% 60%

ハシゴを上り下りするときバランスをくずした

スコップやスノーダンプに体をとられた

軒先や雪止めの位置が分からず、足を踏み外した

屋根の上ですべった

さらに上の階などからの落雪やつららがぶつかった

その他ヒヤリとしたことがあった

ヒヤリとしたことはない

無回答

（n=252）

【屋根の雪下ろしでの
ヒヤリ・事故の経験について】

【屋根の雪下ろしは誰が行っているか】

屋根の雪下ろしについて

屋根の上で滑った…3割
はしごでバランスを崩した…2割

自分一人で行う…6割
周囲に声をかけている…6割
声をかけていない…4割弱
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64.3%

29.4%

2.4%

0.0%

7.5%

2.4%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80%

自分一人

家族・親族

近隣住民

ボランティア（有償、無償問わず）

業者

その他

無回答

（n=252）



58.7%

30.6%

28.6%

22.8%

11.0%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

体力面に不安がある

雪を落としたり、捨てる場所がない

業者に頼んだ場合の費用が高い

ケガの危険性がある

その他

無回答

（n=346）

【屋根の雪下ろしや
敷地内除雪で困っていること】

【今後も同じ方法で
雪下ろしはできそうか】

体力面に不安がある…6割
雪を落としたり、捨てる場所がない…3割
業者に頼んだ際の費用が高い…3割

継続的にできる…3割
高齢のため困難…３割
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屋根の雪下ろしについて

52.9%

26.9%

1.2%

0.0%

0.6%
13.6%

4.9%

継続的にできる

高齢のため困難

金銭的に困難

けがや事故が怖いため困難

小型除雪機等の道具・装備がないため困難

わからない

無回答・無効回答

（n=346）



民地の除排雪に要する費用

屋根の雪下ろし費用の一部助成

321件
704万円

627件
1,557.6万円

令和2年

令和3年

高齢者や障がい者からの要請が増え、
屋根の雪下ろし費用の一部助成は年々利用が増加している
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冬期間の屋根の雪下ろしが困難な高齢者等世帯に対し、積雪時でも安心して暮らせるように、
屋根雪処理費用の一部を助成。

令和1年

2件
6千円



民地の除排雪に要する費用

屋根雪処理施設設置支援

令和元年
4件

令和2年
1件

令和3年
2件

融雪施設設置支援

令和2年
6件

令和3年
27件

令和元年
21件
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既存の建物の屋根に融雪装置を設置する際や、
勾配屋根を無落雪屋根に改修する際の資金を
金融機関から借り入れた場合、その利子を市
が負担する。

敷地内に融雪施設を設置する際の資金を金融
機関から借り入れた場合、その利子を市が負担
する。

●制度利用者が少ない ⇒ 制度の周知不足

●需要と供給のバランス ⇒ 制度の検証



現状 3年後 5年後 10年後

自分一人、家族・親族のみでの
除排雪

①冬期歩行者空間確保
除雪機貸与事業
：50団体が利用
②高齢者や障がい者への
雪処理支援（屋根の雪下
ろし、間口除雪）

③安全講習会の実施
（命綱アンカーの設置研
修、啓発活動）
④屋根雪処理施設設置
支援（無落雪屋根や融雪
施設設置時の利子補給）

⑤除排雪業務総合管理システムの
整備・運用

設備・装備の重要性を
市民が理解

①～⑤の継続的な展開
③除排雪時の資機材等
の貸与増

地域や若者による
主体的・率先的な
除排雪

①～⑤の継続的な展開
⑥小型除雪機、アンカー
設置等に向けた、
支援策の拡充を検討

10箇条を遵守し、
死傷者数減少の実現
に向けて地域で主体
的に支えあう

①～⑥の継続・発展

地域の将来構想（素案）
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来年度の取組みについて

除排雪に関する現状と課題の抽出、
課題を解決するための目標設定、
目標達成に向けて市と市民が
できること、などについて意見交換

「青森市地域安全克雪方針」
の策定へ

死傷者数減少の実現に向けて
主体的に支えあう地域へ

市民ワークショップの開催

目指す姿

14



安全対策の普及・啓発のため、除雪安全用具の貸出しを実施。

小型除雪機貸与
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（作業前）

（作業後）

【規格等】

除雪幅92㎝

ブロワ周速23.2ｍ/ｓ

最大出力13ＰＳ

•歩道除雪に協力いただいている50団体に小型除雪機

を貸与（継続）

•屋根の雪下ろし作業に伴う敷地内の除雪や間口除雪等

を行う除雪ボランティア活動団体へ貸与する小型除雪

機を新たに9台購入（新規）



令和５年度冬期の稼働に向けて、除排雪プロセスに関わる情報を一元的に集
約するプラットフォームを構築。

青森市除排雪業務総合管理システム整備
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・現行の除排雪に関するシステムを統合

・ライブカメラによる道路状況把握や除排雪作業指

令のデジタル化などの新たな機能を付加

・令和4年度中にライブカメラや除排雪指令のデジタ

ル化機能の試行実施を予定

・住宅の屋根形状と要支援者情報を紐付け地図表示



安全対策の普及・啓発のため、除雪安全用具の貸出しを実施。

安全用具の貸出し
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ヘルメット

ランヤード

墜落制止用器具（フルハーネス）

命綱（ロープ）

モバイルフォールアレスター
（滑り落ち防止機能）

アンカーケーブル

カラビナ

スコップ



安全対策の普及・啓発のため、
実際に除雪安全用具を使用した実地講習会を開催。

【講師による屋内での講習】

安全講習会の実施

ハーネスの装着は
これが初めて…！

18雪下ろし安全１０箇条やフルハーネスの取り扱いを詳しく説明



屋外で、タイヤを活用したアンカーの設置方法や、はしごの使い方を指導

【講師による屋外での講習】

装備や機材は、使い
方を知らなければ、
安全な除排雪はで
きませんよ！

自分の命は自分で守る。
地域の人にも伝えて

いきたい！

安全講習会の実施

19

ハシゴが滑らないよ
うに地面の雪は残し
ておきましょう！



安全講習会インタビュー
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【講師による屋外での講習】

安全講習会の実施
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